
項 ⽬ 内 容

名称 ヨウシュヤマゴボウ、ポークウィード、ビショウリク [英]Pokeweed [学

名]Phytolacca americana L.

概要 ヨウシュヤマゴボウは、北⽶原産のヤマゴボウ科の多年草で、⾼さ1〜3 m程度に⽣

⻑する。 根は吐剤として、果実はインク、染料に利⽤

される他、以前は⾚⾊⾊素としてワインなどの⾷品に

添加されていた。また、早春にとれる未熟な葉は⽸詰

加⼯され流通している。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・トリテルペノイドサポニン、トリテルペン、ベタシアニン、リグナン、マイトゲ

ン 、 タ ン ニ ン 、 フ ラ ボ ノ イ ド な ど を 含 む (101) (PMID:14723347) 

(PMID:7772833) (PMID:11370291) 。

分析法 ・根に含まれるトリテルペン配糖体をNMRにて同定した報告がある

(PMID:11217119) 。

・茎や未熟性の果実に含まれるベタシアニンをHPLC、LC-MS、MS-MS、NMRにて

分析、同定した報告がある (PMID:8688183) 。
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http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=8688183&dopt=Abstract


・果実に含まれるベタシアニンをHPLC、MS-MS、HSCCCにて分析、同定した報告

がある (PMID:18374932) 。

・葉に含まれるフラボノイドをコクロマトグラフィーで同定した報告がある

(PMID:11370291)

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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